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論文内容の要旨

食物を哩H爵する際，その性状に応じて岨H爵筋活動は調節されている。浅麻酔下のウサギにおいても大脳

皮質岨鴫野の連続電気刺激により誘発されるリズミカルな顎運動 CCortically-induced Rhythmical 

]aw Movement: CR]M) 中に上下顎臼歯聞に物体を挿入し，これを噛ませると閉口筋活動が増大す

る。乙の促進性効果には口腔感覚 特に歯根膜感覚受容器からのポジティブフィードパックが重要な役割

を果している乙とが判明している。しかし，岨鳴する物体の物理的性状と閉口筋活動との聞の定量的関係

および、それに対する歯根膜感覚の関与についてはいまだ詳細に解明されていない。そ乙で，本研究は乙れ

らの点を明らかにする目的で，ウサギを用い，以下の 3種類の実験を行った。

第 1 の実験として，阻日爵する物体の硬さの相違が閉口筋活動にどの様に影響するかを知るために，右側

大脳皮質岨H爵野の連続電気刺激lとより誘発される種々なパターンのCR]M中に，左側上下顎臼歯聞に硬

さの異なる 5種類のポリウレタンの小片(幅 5.0mm， 厚さ 2.0 mm) を挿入し，顎運動および左側吹筋筋電

図について岨H爵周期，筋活動量，筋放電持続時間，および単位時間当りの筋活動量を求め，試料挿入前後

で比較検討した。 CR]M は，比較的小さい攻筋活動量を伴う関口優位性顎運動と，唆筋活動量の大きい

閉口優位性顎運動とに分類できた。試料を挿入すると，いずれのパターンのCR]Mにおいても校筋活動

量は増大したが，その増大率は試料挿入前の校筋活動量が小さい CR]Mほど大きかった。挿入する試料

が硬くなると，それに伴って佼筋活動量は増大し，阻鴫周期および、岐筋放電持続時間は延長した。

第 2 の実験として，試料の硬さに対応した閉口筋活動の調節に歯根膜感覚がどの程度関与しているかを

知るために上記の実験終了後， halothane 麻酔下にて左側上顎神経および、下歯槽神経を切断し，佼筋活

動に対する影響を関口優位性顎運動と閉口優位性顎運動とに分けて検討した。その結果，関口優位性顎運
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動においては，神経切断後，試料挿入中の唆筋活動量および単位時間当りの岐筋活動量の増大率は著しく

減少し試料の硬さの相違に対応した変化も認められなくなった。阻鴫周期および、攻筋放電持続時聞につ

いても，神経切断後は試料の硬さの相違に対応した有意な変化がほとんど認められなくなった。一方，閉

口優位性顎運動においては，神経切断後，校筋活動量iとは著しい影響は認められなかったものの，単位時

間当りの唆筋活動量については試料挿入中の増大率が減少する傾向にあった。乙れは，唆筋放電持続時間

の増大率が神経切断後，有意に増加したためである。

第 3 の実験として，歯根膜からの求心性線維のうち，三叉神経脊髄路を下行するものがどの程度岨H爵時

の関口筋活動の調節に関与しているかを知るために第 1 の実験終了後， halothane 麻酔下にて三叉神経

主知覚核から吻側亜核にかけてのレベルで、左側三文神経脊髄路をナイフ(幅 1 脚，長さ20mm) にて切断し，

その効果を検討した。その結果，関口優位性顎運動においては，脊髄路切断後 試料挿入中の唆筋活動量

および単位時間当りの唆筋活動量の増大率は有意に減少し，試料の硬さの相違lζ対応した変化も認められ

なくなった。岨H爵周期および、校筋放電持続時間についても，脊髄路切断後は試料の硬さの相違に対応しな

くなった。一方，閉口優位性顎運動においては，脊越路切断後，試料挿入中の佼筋活動量の増大率は有意

に減少したが，硬さの相違に対応した変化は切断後も認められた。単位時間当りの校筋活動量は，脊髄路

切断後には試料を挿入しても著しい増大効果は認められず，硬さの相違に対応した変化も認められなくな

った。唄鴫周期および、岐筋放電持続時聞については，脊髄路切断後，試料挿入中の増大率が増加する傾向

が認められ，硬さの相違にも対応する傾向があった。これら脊髄路切断の結果は 神経切断の場合と類似

したものであった。

本研究の結果，岨鳴する物体が硬くなるほど閉口筋活動量は増大し，その増大率は閉口筋の活動状態に

よっても影響を受けるととが明らかになった。また，歯根膜感覚は特に関口筋活動が低い時にそれをより

効果的に促進し，この促進性の効果には三文神経脊髄路を下行する線維が関与している乙とが示唆された。

論文の審査結果の要旨

本研究は喧H爵する物体の硬さとそれに対応した関口筋活動との閣の定量的関係 およびその関係に対す

る歯根膜感覚の関与とその感覚入力の中枢内求心'性経路について検討したものである。

その結果，阻嘱する物体が硬くなるほど閉口筋活動を自動的に増大するような調節機構が存在し，その

増大率は背景にある閉口筋の活動状態によって異なる乙とが明らかになった。さらに歯根膜感覚は上記の

調節機構において，特に閉口筋活動が低い時にそれをより効果的に促進し，乙の促進性効果には三叉神経

脊髄路を下行する歯根膜からの求心性線維が関与する乙とが示唆された。

従来，岨H爵する物体の硬さに応じた閉口筋活動の調節に歯根膜感覚が関与している乙とは示唆されてい

たが，これを定量的に証明した研究はなく，またその調節に関与する求心性経路も不明であった。本業績

は岨H爵のメカニズムを解明する上で非常に有益なものであり，よって本研究者は歯学博士の学位を得るに

十分な資格があると認める。
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